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『
蒙
求
和
歌
』
「
女
媧
補
天
」
考

―
―

王
権
と
仏
法
の
二
重
位
相 

胡 

俊 

 

「
女
媧
補
天
」
と
い
う
話
は
、
『
蒙
求
和

歌
』
管
絃
部
の
冒
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
。
本

来
、
こ
の
話
は
音
楽
と
直
接
的
な
関
係
を
持

た
な
い
が
、
源
光
行
は
増
補
を
通
じ
て
音
楽

的
要
素
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、
女
媧
の
女

帝
お
よ
び
菩
薩
と
し
て
の
身
分
を
書
き
加

え
、
管
絃
を
め
ぐ
る
王
権
と
仏
法
と
い
う
二

重
の
位
相
を
強
調
し
た
。
こ
の
意
識
は
和
歌

に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

「
ト
ダ
エ
モ
ミ
エ
ズ
」
と
い
う
当
時
の
歌
壇

に
お
い
て
新
奇
性
を
帯
び
た
表
現
は
、

「
雪
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、
「
久
米
の
岩

橋
」
を
も
喚
起
し
、
女
媧
の
琴
奏
に
よ
っ
て

生
起
し
た
異
様
な
現
象
と
、
一
言
主
神
に
よ

る
架
橋
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
重
層
さ
せ
る
こ
と

で
、
管
絃
が
天
地
を
も
動
か
し
う
る
偉
力
を

有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

王
権
と
仏
法
の
双
方
に
ま
た
が
る
妙
用
は
、

『
十
訓
抄
』
や
『
古
今
著
聞
集
』
と
い
っ
た

同
時
代
の
説
話
集
に
も
見
出
さ
れ
、
当
時
盛

行
し
て
い
た
「
管
絃
の
徳
」
と
い
う
観
念
を

強
く
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。 

（
清
華
大
学
大
学
院
） 

   

「
宗
源
」
考 

―
―

吉
田
兼
倶
の
『
日
本
書
紀
』
講
釈
と

『
宗
鏡
録
』―

―
 

小
田
島 

良 

 
室
町
後
期
の
神
道
家
・
吉
田
兼
倶
は
、
独

自
の
神
道
説
で
あ
る
吉
田
神
道
を
大
成
し
た

が
、
彼
自
身
は
自
家
の
神
道
説
を
「
元
本
宗

源
神
道
」
あ
る
い
は
「
宗
源
神
道
」
と
称
し

た
。
ま
た
、
近
世
の
吉
田
家
は
全
国
の
神
社

に
位
階
や
神
号
を
授
け
る
「
宗
源
宣
旨
」
を

発
行
し
、
神
社
界
を
序
列
化
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
宗
源
」
は
吉
田
神

道
を
象
徴
す
る
語
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、

そ
も
そ
も
「
宗
源
」
が
い
か
な
る
意
味
を
も

つ
概
念
な
の
か
に
つ
い
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
「
宗
源
」
は

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
第
九
段
一
書
第
二

で
、
兼
倶
が
吉
田
家
の
祖
と
主
張
し
た
「
天

児
屋
命
」
が
「
神
事
を
主
（
つ
か
さ
ど
）
る

宗
源
者
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
こ
れ
以
上
の
説
明
の
な

い
「
宗
源
」
と
い
う
語
を
、
兼
倶
は
い
か
に

解
釈
し
、
い
か
な
る
意
味
を
与
え
た
の
か
、

兼
倶
の
『
日
本
書
紀
』
講
釈
の
聞
書
を
中
心

に
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
東
京
大
学
特
任
研
究
員 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員PD

）
） 

   

『
酒
吞
童
子
絵
巻
』
の
絵
に
お
け
る
頼
光
の

配
置
の
変
遷
に
つ
い
て 

―
―

絵
か
ら
諸
本
の
変
遷
を
読
み
解
く―

―
 

木
村 

早
希 
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本
発
表
は
、
室
町
物
語
に
お
け
る
『
酒
吞

童
子
絵
巻
』
に
つ
い
て
、
絵
を
中
心
に
考
察

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
酒
吞
童
子
絵

巻
』
諸
本
の
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
詞
書
・
絵
双
方
を
確

認
で
き
る
諸
本
一
二
本
の
う
ち
、
源
頼
光
の

配
置
に
違
い
の
見
ら
れ
る
九
本
・
一
〇
場
面

に
注
目
し
、
整
理
・
分
析
を
行
っ
た
結
果
、

頼
光
を
中
心
に
一
行
が
取
り
巻
く
よ
う
に
描

く
狩
野
家
系
伝
本
群
と
、
頼
光
を
前
に
出
し

て
一
行
の
先
頭
に
描
く
伝
本
群
に
二
分
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
狩
野
家
系
の

諸
本
は
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
に
お
け
る
頼
光

と
綱
の
配
置
や
『
藍
染
川
絵
巻
』
、
洛
中
洛

外
図
な
ど
に
見
ら
れ
る
武
士
団
の
描
写
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
武
家
と
し
て
の
行
動

規
範
に
則
っ
て
頼
光
一
行
を
描
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
江
戸
時
代
、
合
戦

の
な
い
平
和
な
時
代
に
あ
っ
て
、
物
語
を
領

導
し
て
い
く
棟
梁
の
言
動
に
呼
応
し
、
武
家

と
し
て
の
行
動
規
範
に
は
基
づ
か
ず
、
武
士

団
の
先
頭
に
押
し
出
し
て
描
き
出
す
、
あ
ら

た
な
諸
本
群
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

（
信
州
大
学
大
学
院
） 

   

『
う
た
た
ね
草
紙
』
に
お
け
る
入
水
と
救
済 

―
―

「
こ
ん
世
の
海
女
」
の
引
歌
と
逆
縁
を

め
ぐ
っ
て 

藤
本 

茉
穗 

 

『
う
た
た
ね
草
紙
』
に
お
い
て
、
女
君
は

「
こ
ん
世
の
海
女
と
も
な
り
な
ば
、
中
々
絶

え
ぬ
逢
瀬
に
も
や
め
ぐ
り
合
は
ま
し
」
と
入

水
を
決
意
し
、
男
君
の
舟
に
救
わ
れ
て
結
ば

れ
る
。
先
行
研
究
で
は
本
作
品
を
恋
愛
譚
と

し
て
論
じ
、
入
水
の
動
機
や
救
済
の
構
造
は

十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で

は
、
ま
ず
「
こ
ん
世
の
海
女
」
の
典
拠
で
あ

る
古
今
和
歌
六
帖
の
歌
を
起
点
に
、
関
連
す

る
歌
群
（
金
葉
集
・
山
家
集
・
玉
吟
集
等
）

を
検
討
す
る
。
和
歌
の
伝
統
に
お
い
て
「
来

世
の
海
女
」
は
修
辞
的
・
仮
定
的
表
現
に
留

ま
る
の
に
対
し
、
本
作
品
で
は
意
志
形
「
か

づ
か
ん
」
が
女
君
の
入
水
行
為
と
し
て
実
行

に
移
さ
れ
る
。
次
に
『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥

井
女
君
の
入
水
（
未
遂
）
と
の
比
較
を
通
じ

て
、
本
作
品
の
入
水
が
絶
望
で
は
な
く
「
後

の
世
の
契
」
へ
の
確
信
に
基
づ
く
積
極
的
選

択
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
入

水
が
石
山
観
音
の
方
便
に
よ
っ
て
現
世
の
婚

姻
に
転
じ
る
逆
縁
の
構
造
を
論
じ
、
観
音
霊

験
譚
と
し
て
の
本
作
品
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
た
い
。 

（
神
戸
大
学
大
学
院
） 

   

絵
巻
『
は
ち
の
木
』
攷 

 
―
―

〈
歴
史
〉
と
の
接
続
、
奈
良
絵
本
・

絵
巻
の
方
法
の
一
つ
と
し
て―

―
 大

橋 

直
義 

 

北
条
時
頼
廻
国
伝
説
を
素
材
と
し
た
能
に

《
鉢
木
》
が
あ
る
。
本
報
告
で
主
た
る
検
討

対
象
に
据
え
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
は
ち
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の
木
』
絵
巻
三
巻
三
軸
は
、
そ
の
巻
下
に
お

い
て
、
表
現
の
面
に
い
た
る
ま
で
《
鉢
木
》

と
重
な
り
、
謡
曲
テ
ク
ス
ト
を
絵
巻
化
し
た

も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
翻
刻

お
よ
び
影
印
・
解
題
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
聖

徳
大
学
蔵
『
鉢
木
』
絵
巻
二
軸
（
巻
中
を
欠

く
）
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
絵
巻
『
は
ち
の

木
』
に
つ
い
て
の
関
心
は
こ
の
点
に
終
始
し

て
お
り
、
巻
上
・
中
に
つ
い
て
の
言
及
は
こ

れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
報
告
に

お
い
て
は
、
こ
の
両
巻
に
お
け
る
野
木
宮
合

戦
お
よ
び
宝
治
合
戦
の
叙
述
に
着
目
し
、

《
鉢
木
》
を
絵
巻
化
す
る
際
、
平
安
最
末
か

ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
東
国
の
〈
歴
史
〉
に
接

続
さ
せ
る
か
た
ち
で
物
語
を
長
大
化
・
複
雑

化
さ
せ
た
様
相
を
具
体
的
に
読
む
。
殊
に
野

木
宮
合
戦
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
も
そ

の
叙
述
に
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
近
年
の
『
吾
妻
鏡
』
に
つ
い
て
の
理

解
の
拡
が
り
を
中
世
末
期
の
物
語
か
ら
再
検

証
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。 

（
実
践
女
子
大
学
） 

 


